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１． はじめに 

タイ王国(以下，タイ)では道路交通事故死亡率が非

常に高く，日本の 9 倍以上となっている。これに対し

て，タイ運輸省はモデル地区を選定し，典型的な事故多

発地点における対策を検討している．しかし、対策案を

選定し，対策案を立案する手順は明確ではなく，トライ

アンドエラーで実施されているのが現状である．この

問題を解決するためには、タイにおける事故発生の特

性を把握した上で、適切な対策案を検討する必要があ

るが、詳細な事故データが収集されていないため分析

できないのが現状である．そこで，本研究では，交通事

故データの代わりに、現地にて収集したヒヤリハット

データを用いて交通事故要因を分析することを目的と

する． 

２．既存研究の整理 

 Huy ら 1)は，限られた予算に直面している開発途上

国で交通事故を削減するため，事故多発地点（Black 

Spot,以下 BS）を特定化することの重要性を示したう

えで，BS の分析方法から評価までにおける成功事例を

述べているが，継続的に交通事故データが収集されて

いない場合には、このような方法は適用できない． 

 これに対して，筆者ら 2)はタイ政府が作成した既存の

交通事故形態別類型表を，アンケートで得たヒヤリハ

ット体験と照らし合わせることで改善し，タイにおけ

る交通事故特徴を把握しているが，具体的要因分析は

行っていない。  

３． 研究の方法  

(１)ワークショップによるヒヤリハットデータの収集 

 分析には、スパンブリーで開催したワークショップ

で収集したヒヤリハットデータを使用する．ワークシ

ョップでは、自動車，オートバイ，徒歩の各視点別に

ヒヤリハットを経験した地点を地図上に異なる色のス

テッカーを貼ってもらい把握した。次に，アンケート

調査を行い，ヒヤリハット体験の内容を回答してもら

うと同時に，具体的状況をイラストで描いてもらっ

た．この調査結果を整理して，ヒヤリハット状況の類

型を行った． 

(４)ヒヤリハットデータを用いた分析方法の概要 

本研究では，表―1 に示す通り，最も多い類型の道路

特性があるヒヤリ地図の地点に着目し，その地点につ

いてチェックシートを用いてヒヤリハット要因を把握

した．まず，アンケートデータを事故形態別類型表を

用いて集計した．同時に，各ヒヤリハットが発生した

地点を Google map 等を用いて把握した（ステップ

1）．次に，ヒヤリハット体験の報告が多い事故類型を

選定し、その発生地点の道路特性を把握した（ステッ

プ 2）．最後に，把握した地点の道路環境、道路構造、

道路標識の設置状況などを Google ストリートビュー

と現地調査用チェックシートを用いて確認し，ヒヤリ

ハット発生要因を把握した（ステップ 3）． 

表－1 分析方法の概要 
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(３)現地調査用チェックシートの概要 

現地調査用チェックシートは，交差点事故対策の手

引きより，交差点チェックシートを参考にタイでの交

通文化に合わせて作成した．項目は主に，道路構造，路

面状況，標識，信号機現示，沿道の環境，その他で分け

て項目を設け，ヒヤリハット要因を把握ができるよう

に設計した． 

４．解析結果 

(１)アンケートデータの分析結果 

 図－1 にアンケートから集計結果として，ヒヤリハッ

トタイプと，道路特性を示す．  

(２)チェックシートの分析結果 

 チェックシートを用いた現地調査の結果を表―１に

示す．また，(1)アンケートデータの分析より，タイプ

別交通事故形態別類型では，交差点内での対向車の右

左折時が最も多く，これに対する道路特性は三差路交

差点が最も多い結果になったことにより，三差路交差

点に着目しチェックシートによる分析を行った．また，

本研究では信号現示は考慮していない． 

５．おわりに 

 本研究は，アンケートとヒヤリハットマップのヒヤ

リハットデータから，最も多いヒヤリハット経験と地

点を把握し，地点ごとに現地調査チェックシートを使

用して，ヒヤリハット要因の推定を行った．これにより，

ヒヤリハット要因を把握し適切な対策案を検討するこ

とが可能となった．しかし，今後の課題として，ヒヤリ

ハットデータの収集を継続させると共に，交通事故デ

ータと合わせた分析を行うことで，更に幅広く分析が

可能になると考える． 

 

 なお，ヒヤリハットデータの収集は国際交通安全学

会プロジェクトおおび ATRANS の研究プロジェクトに

おける活動によって行ったものである． 
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図－1 アンケート調査の結果 

表－2 チェックシートを用いた現地調査の結果 
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